
　　　　

2025 年 3 月 15 日

平日 10 時 0
分か
ら

18 時 0
分ま
で

日・祝日　
　　学校休

9 時 0
分か
ら

17 時 0
分ま
で

・体調の変化の報告

・睡眠、食事、排せつ等の基本的な生活リズムを身に付けるよう支援する。

・見本の作品を真似て作ったり、自分のアレンジを入れて表現力を養っていく。

・マット、トランポリン、バランスボード、回転いす等を使って体幹を鍛え、正しい姿勢を保てるようになる。
運動・感覚

家族支援 お子様の発達状況や特性を理解し、相談援助を行う 移行支援
・保護者の方との面談

認知・行動

・読み書き能力の向上のためにプリントや文字カードを使う。

言語
コミュニケーション

・他児やスタッフとの関係を意識し、親密な関係を築き、その信頼関係を基盤として、周囲の人と安定した関係を形成する。人間関係
社会性

主な行事等 クッキング、お出かけ（県外もあり）、ナイトアクアリウム（夏休み）、そりあそび（冬休み）

・学校や他事業所との会議や訪問

地域支援・地域連携
地域との連携や交流を図り、地域の中での適切な支援を受けられるよう
にする（区が行う体験イベントや近所で行われるフリーマーケットや祭
り等）

職員の質の向上

虐待防止研修、身体拘束等適正化研修、完成予防研修、事業持続化
研修、など、その他に法令外で必要と感じる研修に取り組んで行き
スキルアップを目指します。

・生活の中でさまざまな遊びを通して学習できるよう環境を整える。

・他児やスタッフの顔と名前を覚えるため、声に出し、名前に触れる機会を設ける。

・SSTを通して、自分の考えを伝えることができるようになる。また、相手の気持ちや良いところを伝えながら自然に他の子にも出来るようになる。

・指さし、身振り、サイン、文字、記号、絵カードを用いて環境の理解と意思の伝達を支援する。

・一人遊びから並行遊び、大人が介入して行う遊び、役割分担をしたり、ルールを守って遊ぶなど、徐々に社会性の発達を支援する。

自己有用感・・・自分が他社や社会に貢献しているという感覚

支援方針

自己肯定感・・・ありのままの自分を認め尊重する。自分と他人を比較することなく自己の価値を認識する。

健康・生活

法人（事業所）理念 お子様の未来のいつかのために、生きていく力を育てます。

事業所名 放課後等デイサービスONEDAY 作成日支援プログラム

自己効力感・・・目標を達成するために必要な能力を自分自身が持っていると認識する。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援


